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事業種別 政策

2 施策№ 23 事業№平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S37 終了
事務事業名 奨学金貸与事業

会計 一般会計

H27担当課等名 学校教育課 H27係等名 総務係 H26係等名 総務係

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 23 高等教育の充実

目
的

対象（誰・何を）
経済的理由による修学困難者
奨学金受給後飯田市へ帰郷した者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

奨学金制度利用申請者（人） 61
意図（どういう状態
にするか）

教育の機会均等を図ることで、こころ豊かな人づくりに資
する
飯田市へ就職する動機付けとする

償還の一部免除者（人） 68向上させたい上位施
策の成果指標

奨学金を貸与している高校生及び大学生等の数
償還の一部を免除する者の数

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

飯田市（市内民間育英会を含む）の奨学金制度適用者
（人）

55 56 50 50

成果
指標

飯田市及び民間3育英会奨学金を受けた者のうち償還の
一部免除者（人）

60 68 60 60

定性
目標

飯田市民が奨学金制度によって高等教育機関等で教育を受けられる
Uターン支援制度によって若者定住を促す

事
業
概
要

１　高等教育機関等（大学院､大学､専修学校､高校）における修学困難者への奨学資金貸与
（１）毎年４月に募集、５月の貸与審査委員会を経て貸与者を決定
（２）民間３育英会の奨学金貸与者については、審査委員会での申請者情報を飯田市が斡旋し、各育英会の理事会で決定
（３）貸与額は、高校生月額１万円、大学生等月額３万円（民間育英会は独自の貸与額にて対応）
２　平成20年４月以降の償還開始者のうち、帰郷者については償還について一部免除制度を設置
（１）償還の免除金額は年間償還額の1/3以内（上限６万円／年）
（２）償還についての一部免除制度は民間育英会にも適用
（３）民間育英会制度による償還の一部免除適用者については、基金原資の減額分を飯田市が補助金にて交付
３　平成19年度から貸与月額を3万円に引き上げるとともに対象範囲を大学院生まで拡大

事業内容 名称 活動指標

26
年
度
事
業
内
容

１　奨学資金の貸与（大学院､大学､専修学校､高校での修学者）
（１）4月に募集、5月に審査委員会を開催し貸与者を決定
（２）民間３育英会に対し奨学金出願者の中から貸与対象者を斡旋
２　平成20年4月以降の償還開始者のうちUターンの条件に適合した申請
者は償還を一部免除
（１）民間3育英会に飯田市が原資補填
（２）飯田市の奨学生は免除相当額を債権消滅扱い
（３）民間育英会の対象者は39人（継続32人、新規7人）
　　 26年度の飯田市の対象者は29人(継続21人、新規8人）

飯田市奨学金申請者(予定)
　 大学生等
   高校生
当該年度の新規貸与者(予定)
　 大学生等
　 高校生
償還の一部免除者

56人
 5人

54人（うち飯田市25人）
 2人（うち飯田市2人）
68人

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 35,815 38,720 35,883 38,367 （そ）奨学資金貸付寄附金6,000千円
（そ）奨学資金貸付金回収金10,792千円国庫支出金

県支出金

起債

その他 18,245 16,313 16,792 19,260

一般財源 17,570 22,407 19,091 19,107

人件費計（千円）② 2,861 2,861

正規職員所要時間 800 800

臨時職員所要時間

総事業費①+② 38,676 38,720 38,744 38,367

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

償還の一部免除制度を申請する者が増加傾向にあり、若者のＵターン促進策に寄与していると思われる。

改革改善
の考え方

①問題
点

経済低迷の影響もあってか償還の滞る者がいる。
償還の一部免除制度が若者の定住促進にどの程度寄与しているかを数値で把握する必要がある。

②改革
提案

償還時における担保を確保するなどして償還に支障が生じない工夫をする。
償還の免除者に対するアンケートを実施する。


